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環 境学研究系では、自然環境学、海洋技術環境学、環

境システム学、人間環境学、社会文化環境学、国際協

力学という6つの専攻をユニットとして教育研究をおこなっています。

環境というキーワードのもと、それぞれの専攻が特有の視点や専門

性を持ちつつ、専攻の中に多様な領域を配することで、環境を総

合的に幅広く扱えるよう配慮しています。さらにその上で、研究系

全体が学融合の理念に基づいて協力し合うことによって、環境の

設計・創造につながるような新しい学術分野としての環境学の構築

を目指しています。

　「知の爆発」に象徴されるように、近年の知識や技術の深化のス

ピードはめざましいものがあります。これに情報伝達手段の発達が

加わり、人類の生活は過去に経験したことがないほどの大きな質

的変化を遂げています。ニーズの多様化に応えるように、暮らしの

豊かさや生活空間の広がりが急速に進む一方で、人口問題や経済

格差などの様 な々社会的問題も顕在化してきました。さらに、地球

温暖化や自然破壊に象徴される地球規模での環境問題も、深刻

かつ危急の課題として人類全体に突きつけられています。解決すべ

き問題は空間的にも時間的にも広範にわたり、しかもそれらが複雑

に絡み合っているのです。

　このような中で環境を考える際には、個別

の事象のつながりを俯瞰的に捉える見方が

重要であるとともに、各瞬間でのスナップショッ

トで最適化をめざすだけでは十分でなく、あ

るべき未来の姿と現在とを切れ目なくつなげ

る合理的で現実的な道筋を含めて考えなけ

ればなりません。価値観の多様性を認めつ

つ、将来にわたっての最適解を見いだすこと

は決して容易なことではありませんが、だか

らこそ、既存の学問体系の枠組みを超えた

学融合によって、新しいパラダイムを創造していくことが環境学の使

命であり、環境学研究の醍醐味であると考えています。特に次世

代の環境を担うべき若い学生諸君には、問題の難しさに臆すること

なく、強い情熱と柔軟な想像力で、新しい研究にどんどんチャレン

ジしてもらいたいと思っています。

　環境学研究系では、総合的な視野を持って複層的な環境問題

に立ち向かうことができる人材を育てるべく、教育面においても専

攻の垣根を越えた様 な々横断型教育プログラムが用意されていま

す。中でもサステイナビリティ学教育プログラムは、学融合と国際化

を目指す環境学研究系の象徴的な教育プログラムの一つですが、

このたび同プログラムが文部科学省「博士課程教育リーディングプ

ログラム」に採択されました。2007年度に修士課程プログラムとして

スタートしてから4年が経過し、サステイナビリティ学教育プログラム

は新しい展開を迎えることになります。高度な専門的知識に、俯瞰

力と独創力を兼ね備えた人材を、広くグローバルに活躍するリーダー

として社会に輩出する教育プログラムとして、さらなる充実をはかっ

ていきたいと考えていますので、引き続き研究科あげてのご支援と

ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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日 本の科学研究において、現在推進すべき重点課題はライ

フとグリーンのイノベーションとされている。言うまでもなく

イノベーションとは「革新」であり、研究者の頻用する言葉で言い

換えると、パラダイムシフトを引き起こすことである。イノベーション

が強く求められる状況は、社会の閉塞状況の反映であり、かなら

ずしも喜ぶべきことではないが、税金を使用して研究を進めている

科学者は、その期待に応えるべきである。特に、新領域創成科学

研究科は、その名称にふさわしくイノベーティブであることが責務

である。

　しかし、イノベーションへと導く道筋についての議論は十分とは

言えない。正直なところ、科学技術予算としてイノベーションという

項目があること自体が、理解不足を露呈していると思える。革新で

ある以上、目標設定した改良型研究とは明確に一線を画していな

くてはいけない。イノベーションは、セレンディピティから生まれたも

のであり、最近流行った言葉でいえば、「想定外」であるはずである。

マイルストーン設定ができない想定外の研究に対して予算化するこ

と自体が、矛盾していると言わざるを得ない。

　セレンディピティにあふれた柏キャ

ンパスにするにはどのようにすれば

よいのであろうか。逆説的では

あるが、自らの専門を着実に

進めることが、まず重要なポイ

ントであると思う。しっかりした進む

べき道があるから、その道筋から外

れた発見であることがわかるのであって、軸足のない研究では意外

性の芽を見逃してしまうであろう。単に流行を追いかけるような研究

では、新たな展開を生むことはできない。本研究科は学融合を標

榜しているが、これはディシプリンを消し去ることではなく、しっか

りとしたコアを持ちつつ、ぶつかりあう姿勢を堅持することを基本ポ

リシーとすべきである。そうした衝突を恐れない勇気をもつことこそ、

イノベーションの源である。

　意外な発見はイノベーションのスタートポイントではあるが、この

芽を育てる環境作りにも心を砕くべきである。しかし、状況として

は日に日にその環境は悪くなっているように思われる。日本は、

キャッチアップに長けていると一般的には思われているが、そうで

あろうか。日本で生まれた発見が、外国で花開き大きな木になっ

てから逆輸入される事例が、いかに多いことか。その点で、日本

という社会は、育てることではなく、芽を「摘む」ことばかりやっ

ているように思われ、その傾向はさらに加速されているように感じ

る。仕分けの会場で減点作業の横行は、まさにその典型とも思え

る。出芽したばかりの植物は、少しの水と栄養で、驚くべき成長

を見せる。選択と集中という言葉のもとで、小さな芽を枯らし、自

立した巨木に不要な栄養を与える愚をおかしてはいけない。柏キャ

ンパスは、学部学生から、緑が少ないと評されているが、大木を

多数移植すれば、そうした声に応えることができはするが、それ

は本研究科の目指すところではない。あるべき姿は成長性を秘め

た若木が、繁茂するキャンパスである。
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